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和
歌
山
地
方
協
力
本
部
は
７

月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
、

和
歌
山
港
西
浜
第
３
岸
壁
で
行

わ
れ
た
海
自
呉
地
方
総
監
部
が

実
施
し
た
呉
地
方
隊
創
設
70
周

年
記
念
行
事
（
関
西
方
面
艦
艇

広
報
）
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
行
事
は
、
海
上
自

衛
隊
の
任
務
特
性
を
生
か
し
た

艦
艇
を
主
体
と
し
た
災
害
支
援

の
観
点
か
ら
、
和
歌
山
県
、
大

阪
府
、
兵
庫
県
の
３
カ
所
で
同

時
に
艦
艇
広
報
を
行
い
、
海
上

自
衛
隊
の
姿
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
港
に
は
第
５
護
衛
隊

所
属
護
衛
艦
「
あ
き
づ
き
」
が

寄
港
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
梅
雨
ら
し
い
天
気

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
艦
艇

広
報
初
日
に
は
雨
も
止
み
、
協

力
団
体
な
ど
が
見
守
る
中
、
無

事
に
入
港
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
は
約
２
時
間
以
上

も
前
か
ら
入
場
待
ち
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、
予
定
を

約
30
分
繰
り
上
げ
て
開
始
し
ま

し
た
。

来
場
者
は
護
衛
艦
「
あ
き
づ

き
」
の
前
甲
板
か
ら
飛
行
甲
板

ま
で
、
乗
組
員
の
丁
寧
な
説
明

を
受
け
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
車

両
（
高
機
動
車
、
軽
装
甲
機
動

車
）
や
警
察
車
両
の
ほ
か
、
広

報
ブ
ー
ス
、
物
販
ブ
ー
ス
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
並
び
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。２

日
目
は
、
募
集
対
象
者
に

特
別
公
開
が
行
わ
れ
、
普
段
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
艦
内
を

見
学
し
て
、
海
上
自
衛
隊
に
つ

艦内号令をかける参加者

和歌山

海海
自自
呉呉
地地
方方
隊隊
創創
設設
7700
周周
年年
記記
念念
行行
事事
をを
支支
援援

艦艦
艇艇
広広
報報
とと
体体
験験
航航
海海
でで
大大
盛盛
況況
のの
３３
日日
間間

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
事
前
公
募
で

選
ば
れ
た
約
４
０
０
人
が
参
加

し
て
体
験
航
海
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
受
け
付
け
を
終

え
る
と
次
々
と
乗
艦
し
、
出
港

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

出
港
時
刻
に
な
る
と
、
参
加

者
か
ら
選
ば
れ
た
方
が
「
出
港

用
意
」
と
元
気
よ
く
艦
内
号
令

を
か
け
、
護
衛
艦
「
あ
き
づ
き
」

は
出
港
し
ま
し
た
。
体
験
航
海

は
約
２
時
間
行
わ
れ
、
海
上
自

衛
隊
を
満
喫
す
る
と
と
も
に
、

偶
然
イ
ル
カ
の
群
れ
と
遭
遇
す

る
な
ど
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
呉
地

方
隊
創
設
70
周
年
記
念
行
事
は
、

事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
、

３
日
間
を
通
じ
て
約
３
１
０
０

人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
相
模

原
地
域
事
務
所
は
６
月
14
日
、

陸
自
第
４
施
設
群
の
協
力
を
得

て
、
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等

学
校
・
中
等
部
の
３
年
生
10
人

の
陸
自
座
間
駐
屯
地
（
相
模
原

市
）
で
の
職
場
体
験
を
支
援
し

ま
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
は
、
中
学
生

が
「
働
く
こ
と
」
「
生
き
て
い

く
こ
と
」
の
尊
さ
を
実
感
し
、

自
己
を
見
つ
め
、
自
分
の
生
き

方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
な

ど
を
狙
い
と
し
た
相
模
原
市

の
「
令
和
６
年
度
さ
が
み
は

ら
中
学
生
職
場
体
験
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
座
間
駐
屯
地
の

概
要
説
明
、
装
備
品
装
着
体

験
、
６
人
用
天
幕
設
営
体
験
、

体
験
喫
食
、
資
料
館
見
学
な

「相武台」記念碑の前で記念撮影

神奈川

ささ
がが
みみ
はは
らら
中中
学学
生生
職職
場場
体体
験験
をを
支支
援援

座座
間間
駐駐
屯屯
地地
でで
自自
衛衛
隊隊
のの
仕仕
事事
とと
歴歴
史史
をを
学学
ぶぶ

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
地
元
の
歴

史
紹
介
と
し
て
旧
陸
軍
士
官
学

校
跡
地
の
見
学
も
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
今

回
の
職
場
体
験
を
通
じ
て
、
地

元
相
武
台
の
歴
史
や
自
衛
隊
の

こ
と
、
任
務
を
完
遂
す
る
上
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
」
「
自
衛
隊
は
と
て

も
大
切
で
重
要
な
、
す
ば
ら
し

い
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
自
衛

隊
の
仕
事
や
生
活
に
対
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

大
阪
地
方
協
力
本
部
谷
九
募

集
案
内
所
は
７
月
10
日
、
大
阪

市
の
相
愛
高
等
学
校
が
予
定
し

て
い
る
「
能
登
半
島
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
備
え
た
事

前
学
習
を
支
援
し
ま
し
た
。

相
愛
高
校
は
７
月
28
日
か
ら

30
日
の
３
日
間
、
能
登
島
え
の

目
町
で
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
事

前
学
習
に
は
女
子
生
徒
20
人
と活発な意見が飛び交う懇談会

大 阪

教
諭
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
は
、
能
登
半
島

地
震
に
関
連
す
る
災
害
派
遣
活

動
の
経
験
談
や
、
自
衛
隊
衛
生

科
隊
員
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
時
に
お
け
る
体
調
管
理
や

メ
ン
タ
ル
維
持
の
要
領
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
災
害
派
遣
活
動
の
経

験
談
で
は
、
陸
自
第
36
普
通
科

連
隊
本
部
管
理
中
隊
（
兵
庫
県

伊
丹
市
）
に
所
属
す
る
、
生
徒

と
同
世
代
の
西
川
茉
実
（
ま
み
）

陸
士
長
の
話
に
、
生
徒
た
ち
は

親
近
感
を
持
ち
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

事
前
学
習
の
後
半
に
行
わ
れ

た
懇
談
会
で
は
、
最
初
は
緊
張

高高
校校
生生
のの
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
事事
前前
学学
習習
をを
支支
援援

生生
徒徒
とと
教教
諭諭
のの
不不
安安
解解
消消
にに
貢貢
献献

熊
本
地
方
協
力
本
部
は
７
月

１
日
、
県
内
高
校
３
年
生
の
募

集
解
禁
に
合
わ
せ
て
、
自
衛
隊

家
族
会
、
隊
友
会
お
よ
び
募
集

相
談
員
と
連
携
し
、
熊
本
市
内

の
各
地
で
一
斉
に
市
街
地
募
集

広
報
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
の
中
、
笹
島
本
部
長
の
要
望

事
項
で
あ
る
「
燃
や
せ
、
情
熱
」

「
深
め
よ
、
連
携
」
を
体
現
す

る
た
め
、
普
段
は
募
集
以
外
の

業
務
（
総
務
、
就
職
援
護
な
ど
）

に
従
事
す
る
部
員
も
含
め
、
50

人
以
上
が
一
致
団
結
し
て
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
熊
本
駅
、
水
前

寺
駅
、
新
水
前
寺
駅
な
ど
を
利

用
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
自
衛

隊
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
自

衛
官
募
集
の
熱
い
思
い
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
自
衛
官
の
採
用
率

が
低
調
で
、
今
年
度
も
募
集
対

象
者
数
の
減
少
や
、
世
界
最
大

手
半
導
体
企
業
の
熊
本
進
出
に

伴
う
民
間
求
人
活
動
の
活
性
化

な
ど
、
厳
し
い
募
集
環
境
が
続

い
て
い
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
、
熊
本
地

本
一
丸
と
な
り
、
関
係
協
力
団

体
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
果
敢
に
挑
戦
し
、

小
さ
な
成
果
を
積
み
上
げ
て
、

募
集
広
報
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

一斉に市街地募集広報

熊 本

募募
集集
解解
禁禁
でで
一一
斉斉
にに
市市
街街
地地
募募
集集
広広
報報
をを
実実
施施

自自
衛衛
官官
募募
集集
のの
熱熱
いい
思思
いい
をを
アア
ピピ
ーー
ルル

札
幌
地
方
協
力
本
部
は
７
月

10
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

熱心に説明を聞く参加隊員

札 幌

セ
ン
タ
ー
で
令
和
６
年
度
自
衛

隊
新
卒
合
同
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
自
衛
隊
援

護
協
会
が
主
催
し
、
令
和
７
年

９
月
ま
で
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
任
期
制
隊
員
（
主
に
20
代
）

を
対
象
に
、
企
業
説
明
や
質
疑

応
答
を
行
い
隊
員
の
再
就
職
準

備
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

自自
衛衛
隊隊
新新
卒卒
合合
同同
企企
業業
説説
明明
会会
をを
開開
催催

再再
就就
職職
のの
不不
安安
をを
解解
消消
、、
企企
業業
かか
らら
高高
評評
価価
のの
声声

し
て
い
た
参
加
者
も
、
西
川
士

長
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
自
衛

官
の
問
い
か
け
や
、
生
徒
た
ち

の
質
問
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明

や
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
、

次
第
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
や
質
問
が

飛
び
交
い
、
特
に
災
害
派
遣
活

動
に
従
事
し
た
女
性
自
衛
官
の

経
験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
生

徒
た
ち
に
深
い
印
象
を
与
え
ま

し
た
。

こ
の
事
前
学
習
を
通
じ
て
、

生
徒
や
教
諭
の
不
安
も
解
消
さ

れ
、
相
愛
高
校
の
ニ
ー
ズ
に
十

分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

度
は
、
札
幌
地
本
管
内
外
か
ら

88
人
の
任
期
制
隊
員
が
参
加
し
、

道
内
外
の
企
業
や
警
察
、
海
上

保
安
庁
な
ど
の
公
的
機
関
を
含

む
１
７
８
社
（
昨
年
度
よ
り
41

社
増
）
を
招
待
し
ま
し
た
。
求

人
倍
率
は
約
14
倍
で
、
退
職
自

衛
官
の
人
気
と
評
価
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。

企
業
説
明
会
に
参
加
で
き
な

い
企
業
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
提
供
を
行

い
、
隊
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
予
定
隊

員
を
予
備
自
衛
官
等
の
募
集
に

つ
な
げ
る
た
め
、
広
報
ブ
ー
ス

を
設
置
し
、
参
加
隊
員
お
よ
び

企
業
に
対
し
て
予
備
自
衛
官
等

制
度
の
理
解
を
促
進
し
ま
し
た
。

参
加
隊
員
は
希
望
す
る
企
業

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
企
業
の
説
明

を
熱
心
に
聞
き
、
積
極
的
に
質

問
し
て
再
就
職
へ
の
不
安
を
解

消
し
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
参
加
隊
員
か
ら
は

「
希
望
す
る
企
業
と
面
談
し
、

就
職
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」

「
企
業
か
ら
具
体
的
な
内
容
を

聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」
と
い

っ
た
前
向
き
な
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
参
加
企
業
か
ら
は
「
参
加

隊
員
の
就
職
に
対
す
る
熱
意
を

強
く
感
じ
た
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
６
月

８
日
に
延
岡
市
、
15
日
に
宮
崎

市
、
22
日
に
都
城
市
で
開
催
さ

れ
た
自
衛
隊
遺
族
会
宮
崎
県
支

部
連
合
会
（
遺
族
会
）
の
遺
族

交
流
会
を
支
援
し
ま
し
た
。
遺

宮崎市での遺族交流会

宮 崎

族
会
は
、
宮
崎
県
内
に
居
住
す

る
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
殉
職

者
ご
遺
族
の
相
互
扶
助
お
よ
び

親
睦
と
融
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
初
め
て
３
地
区
に
分

け
て
行
わ
れ
た
遺
族
交
流
会
は
、

過
去
４
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
ご
遺
族
同
士
の
交
流
が
難

し
か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
宮

崎
地
本
が
提
案
し
た
も
の
で
す
。

宮
崎
県
の
南
北
に
長
い
地
理

的
特
性
を
考
慮
し
、
延
岡
・
宮

崎
・
都
城
の
３
地
区
で
、
昼
食

会
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
交
流
会
で
も
、
参

加
さ
れ
た
ご
遺
族
は
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
話
が
弾
み
、
宮
崎
地

本
職
員
か
ら
聞
く
自
衛
隊
の
現

況
に
も
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

各
ご
遺
族
は
一
様
に
「
定
期

的
に
こ
う
い
っ
た
機
会
を
設
け

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
、
次
回

の
参
加
も
約
束
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。

今
後
と
も
、
ご
遺
族
に
寄
り

添
い
、
多
く
の
ご
遺
族
が
参
加

で
き
る
交
流
の
機
会
を
設
け
、

ご
遺
族
相
互
の
親
睦
と
融
和
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
をを
乗乗
りり
越越
ええ
久久
しし
ぶぶ
りり
のの
再再
会会
をを
果果
たた
すす

初初
のの
昼昼
食食
会会
形形
式式
でで
遺遺
族族
交交
流流
会会
をを
支支
援援

大
阪
地
方
協
力
本
部
は
７
月

26
日
「
陸
海
空
自
衛
隊
サ
マ
ー

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
「
サ
マ
キ
ャ
ン
」
）
」
の

一
環
と
し
て
、
大
阪
府
内
の
大

型
商
業
施
設
や
主
要
駅
前
な
ど

16
カ
所
で
一
斉
に
市
街
地
広
報

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
上
級
部
隊
や

関
係
各
所
と
の
長
期
に
わ
た
る

調
整
を
経
て
、
大
阪
府
内
の
大

型
商
業
施
設
７
店
舗
と
鉄
道
の

９
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
本
各
課
室
か
ら
各
地
区
隊

へ
人
員
を
増
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
募
集
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

し
た
。
昨
年
度
に
続
き
２
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

市
街
地
広
報
で
は
、
普
段
は

事
務
職
の
部
員
も
積
極
的
に
募

集
対
象
者
な
ど
に
声
を
掛
け
ま

し
た
。
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
に

は
「
空
く
じ
な
し
」
の
無
料
ガ

ラ
ポ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

「
大
阪
夏
の
陣
」
さ
な
が
ら
の

熱
気
溢
れ
る
広
報
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
約
５
５
０
件
の

募
集
対
象
者
情
報
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ブ
ー
ス募集ブースでの広報活動

大 阪

宮
崎
地
方
協
力
本
部
は
６
月

４
日
と
13
日
の
両
日
「
高
校
教

諭
と
の
募
集
連
絡
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
４
日
は
陸
自
都

城
駐
屯
地
、
13
日
は
空
自
新
田

原
基
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
目
的
は
、
県
内

の
高
校
の
進
路
指
導
教
諭
に
自

衛
隊
の
業
務
の
特
徴
と
入
隊
コ

ー
ス
を
説
明
し
、
意
見
交
換
や

部
隊
研
修
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ

の
理
解
を
深
め
、
今
後
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
各
日

合
わ
せ
て
39
校
か
ら
42
人
の
教

諭
が
参
加
し
ま
し
た
。

都
城
駐
屯
地
で
は
、
教
諭
た

ち
が
陸
上
自
衛
隊
の
装
備
品
を
、

ま
た
新
田
原
基
地
で
は
、
航
空

機
と
警
備
犬
の
訓
練
の
見
学
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
警
備
犬
の
訓
練
は
初
め

て
見
る
光
景
だ
っ
た
た
め
、
教

諭
た
ち
は
非
常
に
興
味
深
く
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
高
校
出
身
の
若
い

自
衛
官
を
交
え
た
体
験
喫
食
で

は
、
教
諭
た
ち
が
か
つ
て
の
教

え
子
と
再
会
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。
日
南
振
徳
高
校
出
身

の
女
性
隊
員
は
、
３
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
教
諭
と
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
び
、
楽
し
そ
う
に

会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
会
議
を
通
じ
て
、

教
諭
た
ち
は
自
衛
隊
の
多
様
な

業
務
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
教
育
現
場
と
の
連

携
を
強
化
す
る
一
助
と
な
り
ま

し
た
。

新田原基地の研修

宮 崎

高高
校校
教教
諭諭
とと
のの
募募
集集
連連
絡絡
会会
議議
をを
開開
催催

自自
衛衛
隊隊
のの
業業
務務
理理
解解
とと
連連
携携
強強
化化
をを
目目
指指
しし
てて

鳥
取
地
方
協
力
本
部
は
７
月

23
日
、
松
柏
学
院
倉
吉
北
高
校

と
の
共
同
企
画
と
し
て
「
倉
北

調
理
科
×
Ｊ
Ｓ
Ｄ
Ｆ
空
上
げ

（
か
ら
揚
げ
）
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
倉
吉
北
高
校

調
理
科
の
学
生
が
考
案
し
た

「
か
ら
揚
げ
」
を
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
形
式
で
評
価
し
、
そ
の

結
果
を
近
隣
部
隊
の
給
食
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学

習
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
と
し
て
は
、

学
習
を
支
援
し
、
学
校
や
地
域

と
の
連
携
を
深
め
る
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

コ
ン
ペ
に
は
、
同
校
調
理
科

の
３
年
生
10
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
審
査
員
と
し
て
鳥
取
地
方

協
力
本
部
長
、
倉
吉
北
高
校
校

長
に
加
え
、
陸
自
米
子
駐
屯
地
、

空
自
美
保
基
地
お
よ
び
高
尾
山

分
屯
基
地
か
ら
給
養
担
当
者
・

調
理
担
当
者
が
招
か
れ
ま
し
た
。

生
徒
が
提
案
し
た
10
種
類
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
各
部
隊

が
実
際
の
給
食
で
採
用
し
た
い

も
の
が
「
部
隊
認
定
メ
ニ
ュ
ー
」

に
選
ば
れ
、
各
部
隊
で
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
半
年
前
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
コ
ン
ペ
に

向
け
て
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
地
元
食
材
を
使
用
し
、
大

量
調
理
が
可
能
で
栄
養
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
作
り
上

げ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
鳥
取
県
の
名
産

「
と
っ
て
お
き
い
ち
ご
」
を
使

っ
た
ソ
ー
ス
を
か
け
た
も
の
、

地
元
の
学
校
給
食
で
人
気
の

「
ス
タ
ミ
ナ
納
豆
」
を
使
用
し

た
も
の
、
ら
っ
き
ょ
う
や
梨
に

肉
を
漬
け
込
ん
だ
も
の
、
韓
流

ブ
ー
ム
に
乗
っ
た
チ
ー
ズ
タ
ッ

カ
ル
ビ
風
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
豊
か
な
か
ら
揚
げ
が
揃
い
、

審
査
員
を
唸
ら
せ
る
ほ
ど
の
完

成
度
で
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
、
生
徒
は

「
将
来
の
職
業
の
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
自
衛
隊
の
給
養
員

も
い
い
か
も
」
と
笑
顔
で
語
り

ま
し
た
。

空上げコンペで奮闘中

鳥 取

「「
空空
上上
げげ
ココ
ンン
ペペ
テテ
ィィ
シシ
ョョ
ンン
」」
をを
開開
催催

地地
元元
高高
校校
とと
自自
衛衛
隊隊
がが
協協
力力
しし
学学
習習
意意
欲欲
をを
向向
上上

札
幌
地
方
協
力
本
部
は
７
月

13
日
、
本
部
庁
舎
で
予
備
自
衛

官
補
辞
令
書
交
付
式
を
行
い
ま

し
た
。

式
に
は
、
本
年
度
採
用
の
予

備
自
衛
官
補
17
人
が
参
加
し
、

来
賓
と
し
て
陸
自
北
部
方
面
総

監
部
予
備
自
衛
官
班
長
お
よ
び

第
１
２
０
教
育
大
隊
訓
練
係
長

が
参
列
す
る
中
、
執
行
者
の
栗

田
本
部
長
が
一
人
一
人
に
辞
令

書
を
交
付
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
厳
格
な
式
典
の

雰
囲
気
や
自
衛
隊
な
ら
で
は
の

規
律
あ
る
環
境
に
少
し
緊
張
し

な
が
ら
も
、
辞
令
書
交
付
後
に

は
全
員
が
し
っ
か
り
と
服
務
の

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

栗
田
本
部
長
は
、
予
備
自
衛

官
補
（
一
般
）
の
採
用
年
齢
の

引
き
上
げ
や
教
育
訓
練
修
了
期

限
の
延
長
な
ど
、
予
備
自
衛
官

等
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
訓
示

し
、
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
の

意
識
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

式
の
後
は
、
陸
自
真
駒
内
駐

屯
地
に
移
動
し
、
予
備
自
衛
官

等
制
度
の
説
明
と
と
も
に
、
訓

練
担
任
部
隊
の
第
１
２
０
教
育

栗田本部長からの辞令書交付

札 幌

予予
備備
自自
衛衛
官官
補補
辞辞
令令
書書
交交
付付
式式
をを
執執
行行

新新
たた
なな
予予
備備
自自
衛衛
官官
補補
1177
人人
がが
決決
意意
新新
たた
にに
式式
典典
参参
加加

を
訪
れ
た
募
集
対
象
者
か
ら
は

「
街
頭
に
こ
ん
な
に
自
衛
隊
の

制
服
が
い
る
の
は
新
鮮
だ
っ
た
」

「
制
服
の
自
衛
官
と
普
通
に
話

せ
て
楽
し
か
っ
た
」
「
自
衛
隊

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
説
明
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
、
多
く
の
好
意
的
な
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
活
動
中
に
行
っ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
タ
イ
ム
リ
ー
投
稿

に
も
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
反

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
ブ
ー
ス
で
の
広

報
活
動
に
募
集
相
談
員
な
ど
多

く
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
改
め
て
協
力
団
体
や
協
力

者
の
支
え
あ
っ
て
の
地
本
の
活

動
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。今

後
も
サ
マ
キ
ャ
ン
の
一
環

と
し
て
、
市
街
地
広
報
を
大
型

商
業
施
設
４
店
舗
で
行
う
予
定

で
す
。
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と

な
っ
た
京
阪
京
橋
駅
前
を
は
じ

め
、
各
地
区
隊
も
市
街
地
広
報

を
継
続
し
、
募
集
対
象
者
情
報

や
志
願
票
の
獲
得
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

大大
阪阪
募募
集集
夏夏
のの
陣陣
!!

いい
ざざ
出出
陣陣
!!

市市
街街
地地
広広
報報
でで
約約
５５
５５
００
件件
のの
募募
集集
情情
報報
をを
獲獲
得得

大
隊
か
ら
教
育
訓
練
概
要
の
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
実
際
に
宿

泊
す
る
居
室
や
浴
場
、
教
育
を

受
け
る
隊
舎
、
厚
生
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
丁
寧
に
整
備
さ

れ
た
居
室
や
浴
場
の
大
き
さ
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
訓
練
担
任
部
隊
か

ら
「
今
後
の
教
育
訓
練
の
参
加

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
」
と

の
声
が
け
を
受
け
た
新
予
備
自

衛
官
補
た
ち
は
、
訓
練
を
し
っ

か
り
や
り
遂
げ
る
決
意
を
持
っ

た
表
情
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

群
馬
地
方
協
力

本
部
高
崎
地
域
事

務
所
は
６
月
26
日
、

県
立
嬬
恋
高
校
の

生
徒
お
よ
び
職
員

73
人
に
対
し
て
防

災
講
話
を
行
い
ま

し
た
。

嬬
恋
村
は
過
去

に
浅
間
山
の
噴
火

に
よ
っ
て
多
く
の

人
命
や
家
屋
に
被

害
を
受
け
た
経
験

が
あ
り
、
嬬
恋
高

校
で
は
毎
年
、
防

災
意
識
の
向
上
と

防
災
対
策
の
普
及

を
目
的
に
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま

す
。防

災
訓
練
は
２
部
制
で
行
わ

れ
、
１
部
で
は
生
徒
の
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
２
部
で
は
、
宮
本
高
崎

地
域
事
務
所
長
が
防
災
講
話
を

行
い
、
講
話
で
は
災
害
発
生
時

に
ど
の
よ
う
な
状
況
や
被
害
が

想
定
さ
れ
る
か
を
、
参
加
者
が

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
災
害
派
遣
時
の
活
動
写
真
な

ど
を
用
い
て
具
体
的
に
説
明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
る
心
構

え
や
備
蓄
用
品
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
も
し
実
際
に

災
害
で
地
震
や
噴
火
に
遭
遇
し

た
ら
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か

考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
「
濁

流
に
飲
み
込
ま
れ
る
車
の
映
像

な
ど
を
見
て
怖
い
と
感
じ
、
い

ざ
と
い
う
時
に
困
ら
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
、
防
災
意
識
が
向

上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
か
ら
は
「
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
を
改
め
て
確

認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
、
有

意
義
な
防
災
訓
練
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
も
お
願
い
し
た
い
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
救
急
活
動
な
ど
の

実
演
や
体
験
を
含
め
た
訓
練
を

行
う
予
定
で
す
。

大
阪
地
方
協
力
本
部
所
属
の

井
上
早
織
（
さ
お
り
）
予
備
陸

士
長
は
６
月
21
日
か
ら
25
日
の

間
、
陸
自
伊
丹
駐
屯
地
で
実
施

さ
れ
た
「
予
備
自
衛
官
５
日
間

招
集
訓
練
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

井
上
予
備
陸
士
長
は
、
平
成

27
年
４
月
に
第
一
生
命
保
険
株

式
会
社
に
入
社
し
、
自
衛
隊
な

ど
を
担
当
す
る
２
級
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技

能
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し

た
。大

阪
地
本
の
広
報
官
か
ら
予

備
自
衛
官
補
制
度
の
説
明
を
受

け
、
高
校
３
年
生
の
時
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

自
衛
隊
の
活
動
を
思
い
出
し

「
自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
の
か
」
と
い
う
思
い
が

芽
生
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
「
予
備

自
衛
官
補
な
ら
自
分
の
思
い
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
」
と
考
え
、
令
和
元
年

に
採
用
試
験
に
挑
戦
し
、
同
年

７
月
１
日
付
で
採
用
さ
れ
ま
し

た
。し

か
し
、
仕
事
と
の
両
立
に

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
第
一
生

命
保
険
株
式
会
社
の
顧
問
で
あ

り
、
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
武
政
賢
一

氏
（
現
大
阪
府
隊
友
会
会
長
）

の
助
け
を
借
り
て
、
所
属
部
署

か
ら
招
集
訓
練
へ
の
参
加
に
賛

同
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

３
年
間
で
50
日
間
の

厳
し
い
教
育
訓
練
を
無

事
に
修
了
し
、
念
願
か

な
っ
て
予
備
自
衛
官
に

任
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
武
政
氏
が
大

阪
府
隊
友
会
会
長
と
し

夢を実現した井上予備士長

大 阪

夢夢
をを
実実
現現
!!

予予
備備
自自
衛衛
官官
訓訓
練練
をを
修修
了了

思思
いい
はは
予予
備備
自自
衛衛
官官
補補
かか
らら
予予
備備
自自
衛衛
官官
へへ

て
隊
員
激
励
の
た
め
に
伊
丹
駐

屯
地
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
井
上

予
備
陸
士
長
が
予
備
自
衛
官
招

集
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
武
政
氏
と
凛
々
し
い
戦

り

り

闘
服
姿
で
の
記
念
撮
影
と
な
り

ま
し
た
。

井
上
予
備
陸
士
長
は
「
訓
練

期
間
中
、
職
場
や
担
当
の
方
々

に
多
大
な
る
ご
配
慮
を
い
た
だ

い
た
の
で
ご
恩
返
し
を
し
て
い

き
た
い
。
訓
練
に
参
加
で
き
る

き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
武
政
顧
問
の
お
陰
で
す
」

と
喜
び
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

群

馬

県県立立高高校校でで生生徒徒・・職職員員をを対対象象にに防防災災講講話話
防防災災意意識識のの向向上上とと防防災災対対策策のの普普及及

防災訓練後の記念撮影


